
このシネマ がえい

が

（第３種郵便物認可）　おおさか自治体の仲間　2007年９月15日　第224号  4５  2007年９月15日　第224号　おおさか自治体の仲間　（第３種郵便物認可）

第23歩

24

　

大
阪
市
地
下
鉄
の
四
つ
橋
線
大
国
町
駅
か
ら
、
国
道

26
号
線
を
北
へ
少
し
歩
い
た
と
こ
ろ
に
、
大
国
主
神
社

が
あ
り
ま
す
。
神
社
の
境
内
に
、
ひ
と
き
わ
高
く
て
立

派
な
銅
像
が
あ
り
ま
す
。
町
人
風
で
す
が
刀
を
差
し
、

右
手
に
は
図
面
を
握
っ
て
お
り
、
左
手
は
木
津
川
方
面

を
指
し
て
い
ま
す
。
表
に
は
木
津
勘
助
の
像
と
あ
り
、

裏
に
は
、
大
正
10
年
11
月
26
日
に
建
立
と
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
あ
た
り
は
義
民
・
木
津
勘
助
ゆ
か
り
の
地

で
、
古
く
は
勘
助
町
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

木
津
勘
助
は
、
本
名
を
中
村
勘
助
と
い
い
、
世
は
戦

国
時
代
の
１
５
８
６
年
、
相
模
（
神
奈
川
県
）
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
土
木
技
術
に
優
れ
た
力
を
発
揮
し
て
、
豊

臣
秀
吉
に
つ
か
え
、
大
阪
近
郊
の
河
川
の
堤
防
工
事
や

新
田
の
開
発
に
尽
く
し
ま
し
た
。
徳
川
時
代
に
は
木
津

川
の
開
削
に
も
関
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
当
時
、
大
阪
の
川
は
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
大

き
な
船
は
入
っ
て
来
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

勘
助
は
大
勢
の
人
足
を
雇
い
、
土
手
を
築
き
、
川
底
を

さ
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
今
の
木
津
川
で
す
。
さ
ら
に

木
津
川
沿
い
の
島
も
開
拓
し
ま
し
た
。
人
々
は
親
し
み

を
込
め
て
こ
れ
を
「
勘
助
島
」
と
呼
び
ま
し
た
。
今
の

大
正
区
三
軒
家
の
辺
り
で
す
。

　

木
津
勘
助
が
世
に
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
困
窮
す
る

村
人
た
ち
の
暮
ら
し
を
、
命
を
か
け
て
守
っ
た
こ
と
で

す
。
１
６
３
９
年
（
寛
永
16
）
に
近
畿
一
円
が
冷
害
に

見
舞
わ
れ
大
飢
饉
に
な
っ
た
と
き
、
木
津
勘
助
は
大
阪

城
に
備
蓄
さ
れ
て
い
た
米
の
放
出
を
幕
府
に
願
い
出
ま

し
た
が
、
聞
き
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
と

き
、
木
津
勘
助
は
私
財
を
な
げ
う
っ
て
、
村
人
た
ち
に

米
を
分
け
与
え
ま
し
た
。
そ
れ
も
尽
き
か
け
る
と
、
つ

い
に
は
ご
法
度
の
米
蔵
破
り
を
決
行
し
ま
し
た
。
中
之

島
に
あ
っ
た
黒
田
藩
の
蔵
屋
敷
を
襲
い
米
を
放
出
さ
せ

て
、
村
人
の
暮
ら
し
を
救
っ
た
の
で
す
。
幕
府
に
自
首

し
て
罪
人
と
し
て
捕
ら
え
ら
れ
た
木
津
勘
助
は
葦
島

（
現
在
の
大
正
区
）
に
流
さ
れ
、
１
６
６
０
年
に
亡
く

な
り
ま
し
た
。
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義
民･
木
津
勘
助
と
大
国
町

大国主神社の境内にある木津勘助像

　

こ
の
映
画
は
実
話
に
も
と
づ
い

て
い
ま
す
。
読
者
の
皆
さ
ん
は
ウ

ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
サ
ー
フ
ィ
ン
は
波
乗

り
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、
ウ
ィ
ン

ド
サ
ー
フ
ィ
ン
は
ボ
ー
ド
に
帆
を

つ
け
て
風
に
乗
っ
て
海
面
を
走
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

こ
の
ウ
ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
の

世
界
で
、
日
本
人
と
し
て
唯
一
、

８
年
間
に
わ
た
っ
て
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
に
出
場
し
た
プ
ロ
の
ウ
ィ
ン

ド
サ
ー
フ
ァ
ー
が
飯
島
夏
樹
。
し

か
し
、
１
９
９
２
年
５
月
に
肝
細

胞
ガ
ン
を
発
病
。
そ
の
後
、
う
つ

病
や
パ
ニ
ッ
ク
障
害
に
陥
る
な
か

で
、
大
き
な
手
術
を
克
服
し

な
が
ら
、
家
族
や
友
人
の
励

ま
し
で
病
気
と
闘
い
ま
す
。
そ
し

て
、
２
０
０
４
年
５
月
に
余
命
３

ヶ
月
と
宣
告
さ
れ
ま
す
。「
自
分

は
生
か
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
実

感
し
、
残
さ
れ
た
月
日
を
、
あ
り

っ
た
け
の
思
い
を
文
章
に
残
し
た

飯
島
夏
樹
。
生
前
に
書
き
残
し
た

３
冊
の
著
書
を
も
と
に
、
映
画
化

さ
れ
ま
し
た
。
と
に
か
く
、
涙
の

あ
ふ
れ
て
く
る
の
が
押
え
き
れ
な

い
ド
ラ
マ
で
す
。

　

こ
の
飯
島
夏
樹
役
に
大
沢
た
か

お
、
彼
を
支
え
て
世
界
を
渡
り
歩

い
た
妻
に
伊
東
美
咲
が
熱
演
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
４
人

の
子
ど
も
た
ち
が
、
い

い
表
情
を
し
て
い
ま

す
。

　

青
い
空
に
青
い

海
。「
い
い
風
が
き
た

ぞ
」
を
合
言
葉
に
、
風

に
乗
る
ウ
ィ
ン
ド
サ
ー

フ
ァ
ー
た
ち
。
気
持
ち

よ
く
風
と
波
に
乗
る
姿

が
さ
わ
や
か
で
す
。
亡

く
な
っ
た
飯
島
夏
樹
の

灰
を
、
妻
と
４
人
の
子

ど
も
た
ち
が
、
笑
顔
で

船
の
上
か
ら
海
に
ま
く

シ
ー
ン
が
印
象
的
で
す
。

　「私のお墓の前で泣かないでください／そこに私はいません／眠ってなんかいません／千の風に千の風に
なって／あの大きな空を吹き渡っています／秋には光になって畑にふりそそぐ／冬はダイヤのようにきらめ
く雪になる／朝は鳥になってあなたを目覚めさせる／夜は星になってあなたを見守る／私のお墓の前で泣か
ないでください／そこに私はいません／死んでなんかいません／千の風に千の風になって／あの大きな空を
吹き渡っています」原詩は作者不詳。新井満さん訳詩・作曲の「千の風になって」が大ブレイク。テノール
歌手の秋川雅史さんが歌うCDは、2006年５月の発売からついにこの８月に100万枚を突破しました。

♡いまも 心に響く　名詩･名歌･名語録

　「汚れちまった悲しみに／今日も小雪の降りかかる／汚れちまった悲しみに／今日も風さえ吹きすぎる　
汚れちまった悲しみに／たとえば狐の皮衣／汚れちまった悲しみは／小雪のかかってちぢこまる　汚れちま
った悲しみは／なにのぞむなくねがうなく／汚れちまった悲しみは／倦怠のうちに死を夢む　汚れちまった
悲しみに／いたいたしくも怖気づき／汚れちまった悲しみに／なすところもなく日は暮れる」今年は、日本
の文学史上に大きな足跡を残した近代詩人・中原中也の生誕100周年です。中原中也は、1907年（明治40年）４
月29日、山口市湯田温泉に生まれ、わずか30年の短い生涯を詩に捧げ、1937年10月22日鎌倉で没しました。

広大な敷地の中にある久保惣記念美術館
　

久
保
惣
と
は
、
明
治
時
代
か

ら
こ
の
泉
州
の
地
で
綿
織
物
業

を
営
ん
で
い
た
久
保
惣
株
式
会

社
。
創
始
者
は
久
保
惣
太
郎

で
、
代
々
、
久
保
惣
を
名
乗
っ

て
い
ま
し
た
。
三
代
目
の
と
き

に
、
会
社
と
久
保
家
が
収
集
し

て
い
た
美
術
品
５
０
０
点
と
敷

地
、
建
物
な
ど
を
和
泉
市
に
寄

贈
し
ま
し
た
。
そ
し
て
１
９
８

２
年
に
市
が
美
術
館
と
し
て
オ

ひ
と
つ
で
す
。
背
丈
は
50
セ
ン

チ
ぐ
ら
い
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
で

す
。
ロ
ダ
ン
の
「
考
え
る
人
」

は
、
も
と
も
と
「
地
獄
の
門
」

と
い
う
群
像
彫
刻
の
中
の
ひ
と

つ
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の

で
、
そ
の
鋳
型
か
ら
鋳
造
さ
れ

た
「
考
え
る
人
」
は
大
き
さ
も

異
な
っ
て
世
界
に
22
体
も
あ
る

と
い
い
ま
す
。
こ
の
美
術
館
に

あ
る
の
は
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

中
国
の
陶
磁
器
な
ど
の
古
美

術
品
を
は
じ
め
、
浮
世
絵
で
は

葛
飾
北
斎
の
「
富
嶽
三
十
六

景
」、
古
典
で
は
「
伊
勢
物
語

絵
巻
」、
絵
画
で
は
ゴ
ッ
ホ
、

モ
ネ
、
セ
ザ
ン
ヌ
、
ル
オ
ー
な

ど
、
国
宝
か
ら
重
要
文
化
財
級

の
美
術
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
ロ
ダ
ン
の
あ
の
有
名
な
彫

刻
「
考
え
る
人
」
も
収
蔵
品
の

　

本
館
と
別
館
に
、
広
大
な
庭

園
も
あ
り
、
館
内
も
ゆ
っ
た
り

と
し
て
い
ま
す
。
展
示
は
、
特

別
展
と
常
設
展
を
入
れ
替
え
な

が
ら
行
っ
て
お
り
、
10
月
か
ら

は
特
別
展
「
伊
勢
物
語
」
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
付
設

の
ホ
ー
ル
で
は
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
、
邦
楽
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
い
て
い
ま
す
。

陶
磁
器
か
ら
浮
世
絵
、ロ
ダ
ン
ま
で

ミュージアムメモ

▼所在地／〒591－1156和泉市内田町３－６
－12　 ▼入館料／大人500円（常設展）特別展
の場合は別途入館料です　 ▼開館時間／午前
10時～午後５時　 ▼休館日／月曜日、年末年
始　 ▼交通／泉北高速鉄道「和泉中央駅」、阪
和線和泉府中駅、南海本線泉大津駅からそれ
ぞれバスあり、美術館前バス停で下車すぐ　

▼問い合わせ／0725－54－0001

和泉市久保惣
記念美術館
（和泉市）

　大阪城の京橋口から入って、内堀の
近くのところに一対の大きな狛犬があ
ります。1940年（昭和15）夏、当時中
国北部に進駐していた日本軍の部隊か
ら、大阪城内にあった大阪陸軍兵器支
廠（兵器の修理工場）に届けられたも

ので、添え書きには「さる高貴な方に
献上するように」と書かれていまし
た。日本軍による略奪品です。1983年
（昭和58）、中国への返還の動きがあ
りましたが、中国は翌年、日本と中国
の友好を深めるためにと、あらためて
大阪市に寄贈しました。近くに『中日
友好万古長青』と刻まれた御影石の記
念碑があります。（万古長青…永久に
栄えいくこと）

大阪城の戦争遺跡④

Life 天国で君に逢えたら

大阪市
浪速区（ ）

ウィンドサーフィンの伝説の男
と家族の物語　　　　　　　　

千の風になって

新井　満

「汚れちまった
悲しみに」　

中
なか

原
はら

中
ちゅう

也
や

左
右
で
一
対
の
狛
犬

強奪した
中国の狛犬


